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２０１２年度 自立援助ホームこどもの家  事業計画 

＝子どもの人権を守り自立を支援する＝ 

 

 私たちはキリスト教の精神に基づき、今、最も援助を必要としている子どもたちと共

に歩む決心をし、この事業を継続している。表題である子どもの人権を守り自立を支援

するために以下の目標を掲げ、職員一丸となって邁進するものである。 

 

１．恵まれた環境を活用した「働く文化」の継承 

施設は、敷地約５０万㎡の広大なデンマーク牧場の中心に位置している。四季折々

の豊かな自然に囲まれ、牛や羊、馬、山羊、鶏、などの家畜をはじめ、様々な生き

物が身近に暮らす日々である。デンマーク牧場がフリースクールを開設した時

（1983年）から、職員と子どもたちは、様々な労苦を体験しながらも、共に力を合

わせて家畜を飼い、米や野菜を作り育てる生活を大切に続けてきた。仲間と共に「働

く」ことを通して、喜びや悲しみを分かち合うことを知り、自然への畏敬を体中で

感じ、「祈り」や「感謝」を積み重ねる生活でもある。 

「生きる力」を取り戻し、育む環境が整えられているこの場を、職員と子どもた

ちが共に力を合わせて守り、大いに活用していきたい。そして共に「働く文化」を

培い、大切に継承していくことをめざす。 

 

２．精神科診療所「こひつじ診療所」との連携 

こひつじ診療所が身近にあるために、こどもの家へ入所している被虐待児をはじめ、

様々な課題を持った子どもたちが気軽に受診できる体制ができている。医学的診断

と援助のもとに、子どもたちとの質の高い援助を目指したい。 

 

３．児童養護施設まきばの家との連携 

法人が、児童養護施設と自立援助ホーム両方の施設を運営することで、それぞれの

施設の課題がより明確になり、さらに弱さを互いに補い合う努力が各施設を成長さ

せ、結果的に入所児のケアーの充実につながると考える。従って、この連携をより

確かなものにしていくように努める。 

職員研修についても、まきばの家と合同で進めていく。 

 

４．関係機関との協力体制の確立 

 ①児童相談所との連携 

  施設は、児童相談所との良好な連携のもとにすすめられてこそ充実した成果を生み

出すことができると考える。児童福祉の最前線を担う仲間として、特に児童相談所
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との相互理解を果たしていく。 

 ②就業支援事業所「しあんくれーる」との連携 

  就業援助は、自立援助ホームの大きな課題である。就労への動機付け、職場探し、

履歴書の作成等々寮生が仕事に就く前にはいくつもの難関がある。 

2009 年度より始まった就業支援事業所「しあんくれーる」との連携に努め、退所

後の様子など職場関係者との信頼関係に基づいた情報の共有に努める。 

 

５．リービングケア、アフターケアの充実 

  こどもの家を退寮した後は、一人暮らしをするものが圧倒的に多いため、ゴミの出

し方、口座の作り方、送金の方法、生活費の管理、休日の過ごし方等々生活の細部

にわたり、具体的な助言や援助（リービングケア）が必要な場合が多い。また、自

立援助ホームにおいては、アフターケアが重要な仕事になる。就業支援事業所「し

あんくれーる」との連携に努め、退所後も子どもたちを見守ることが出来る体制作

りを目指す。 

 

６． その他 

  措置施設として認められたという制度改正の追い風もあり、3年ぐらい前より新規

の自立援助ホームが急増している（2012年 1月末 84ヶ所）。身を削りながらも、

行き場のない子どもたちの「最後の砦」を自負してきた古くからのホームと、新し

い制度のもとで、株式会社が「採算が合う」と見込んで立ち上げたホームとの意識

の差は大きく、意思疎通が困難な場合も多くなっている。 

全国の自立援助ホームとの連携をはかると同時に、時代の要請（第三者評価等）に

応えつつ、「最後の砦」を堅持する気概を持って活動を続けていく。 

以上 


